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夏期， 大雪山に登山する人々の多くは， 特にその湿原地帯を通過する際に， 無数の敷群に襲わ

れた経験をもっているであろう． 浅沼等（１９５２月ま，北海道の山野に多数発生する蚊は主としてヤブ

カ属のＯＧ腸８の如卿ｓ亜属に所属するものであることを認め，５種の雄生殖器の記載をおこなってい

る， ０じれＺｅｍね加ｓ亜属の蚊は北半球の寒帯に多数分布し， 且つ年１回，融雪による水溜りに大発生
するものが多いことが知られている（Ｎａ［ｖｉｇｌ９４８，ＣａｒｐｅｎｔｅｒａｎｄＬａＣａｓｓｅｌ９５５，Ｂａｒｒｌ９５８）． 大雪

山一帯には， その緯度並びに高度から推して， 上記の ＯＧ賜ｅγｏＺの＆婚 亜届に所属するものをはじめ

とし， 北方性のヤブカの類の多いことが予想されるのであるが， これについての報告は未だみられ

≠まし・．

　

従来， 蚊の成虫の同定には主としてその外部形態， 特に鱗粉の色彩や分布状態， 及び爪の裾盤，
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気門剛毛， 気門後剛毛の有無等の特徴が用いられてきたが， この方法によるだけでは， 野外で採集

された標本を同定する際に困難を感じる場合が少なくなかった， そのため， 雄の外部生殖器による

検索がおこなわれるようになり，近似種を区別することがかなり容易になった（佐々
１９４８）， ところ

が夏の登山期に来襲する蚊の殆んど全部が雌であり， しかも鱗粉の脱落した個体が多いため， その

種類を確認することは尚極めて困難な場合が少なくない． 近年原（１９５７）によって日本産の敷の雌

の外部生殖器による検索が試みられているが， 北方性のヤブカについては未だ充分に記載されてい

ない．

　　

以上の理由により，大雪山の敷の種類を調べるためには５，６月の融雪時期に敷の発生水域
をた

ずねてその幼虫を採集し， これを個別飼育して個体毎に幼虫， 蝿， 成虫の一貫した標本を得， これ

らの特徴を綜合的に検討する必要があると思われる．

Ｓｕｇａ七鎚ーｎｉｎｏ鴨１

　　　　

ｇｎｎｏ８ａｗａ

ｎｎ

　

ｏ

　

ａ－Ｈａｒａ

ｔ‘

Ｆｉｇ．１．

　

Ｍ［ａｐ

　

ｏｆ

　

鯛［ｔ．Ｄａｉｓｅｔｓｕ．

　

筆者は１９５６年以来， 道北地方における蚊族幼虫の棲息環境の調査の一環として大雪山一帯の

敷の調査を試み，上述の方法によって数種類の蚊を確認してきたが，
１９５８年の６月中旬に至り， 天

人峡， ユゴマソベツ， 天女ケ原， 盤の沢， 姿見の池のコ←スから， 日本未記
載種を含む若干の興味

深い種類を得ることができ， 且つ１９５９年にも重ねてその発生状況を調査することができたので，既

知の種類と共にここに報告する．

　　

稿を進めるにあたり， 有益な助言を寄せられた原淳（順天堂大学）， 鈴木健二（北海道大学理学

部）， 服部畦作（北海道衛生試験所）の諸氏， 並
びに調査に協力された建脇宏安（旭川市北鎮小学校），

岩瀬弘典（本学学生）の両君に深謝の意を表する．

１． ヤマトハマダラカ
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天人峡の渓流のよどみに５月下旬から９月初旬まで， この種としてはかなり濃厚に発生する・

幼虫の令組成の変化からみて， 年３回以上発生しているものと思われる， ヤマトハマダラカが他の

種の蚊の幼虫と混穣することは極めて稀な現象であるが， 岩の傾斜面の小さい凹みに僅かながら常

に流水が入りこむような水域にはヤマトヤブカと混棲することもあるし， 又１９５９年の初夏， 忠別
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川の渇水のため， 本種の発生水域が完全に止まり水となった際には， ホッコクヤブカが混棲するよ

うな場合もあった．

　

本種は全国的にその存在が報告されているが， 発生水域は主として山間の渓流に局限され， 発

生数も同属のシナハマダラカ（Ａれゆ庇Ｚｅｓｓ初靴ｓＺ に較べて極めて少ないために， 防疫上はあまり

問題とされておらず， むしろ珍しい種類となっている． しかし穴沢（１９３１） によると， 台湾ではこ

の種類が実験的に熱帯熱， 三日熱のマラリヤを媒介するとされている． ハマダラカ属は一般に成虫

越冬をするものであり， しかも天人峡は積雪の多い地であるにもかかわらず比較的早い時期から本

種の幼虫がみられることは， 同所が温泉地であることに関係しているものと思われる．
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Ｃ′“／ｅ％（Ｃ”Ｚｅ％）鰯ｇαタ鮎 Ｗｉｅｄｅ］ｍａｎｎ，１８２８

　　

１９５８年の８月下旬，標高１，６５０ｍの姿見の池の石室附近の水溜りに終令幼虫がみられた． 大雪

山としては珍しい例であろう． 本種は後述のアカイエカに酷似し， 厳密には両種の区別がつけがた

いように思われるが， 今の場合は幼虫の呼吸管毛数によって区別した． もともと北方性の蚊で， 本

邦においては北海道に広く分布するものとして知られており， 旭川の春光台一帯にも広く発生して

いる． アカイエカとは異なり， 一般に地表の比較的きれいな水溜りに棲息するものであるが， 姿見

の池附近の場合は， 登山客の捨てた錐詰の空錐等によって褐色に汚染された水域であった．

３． アカイエカ

　

Ｃｚ‘彰匁（Ｃ“を％）ＰＺＰＺの鮎ゑ郷Ｚｅ夕のｓＣｏｑｕｉｌｌｅｔｔ，１８９８．

　

１９５８年の７月下旬， ユコマンベツのバス停留場附近の水溜りに， ミスジハボシカと混棲してい

た． 本種は夜間吸血性の蚊の代表的なものとして全国的に知られており， 旭川附近にも極めて濃厚

に発生している． 幼虫は一般に， 道路の側溝， 雨でうすめられた野壷等の人工水域に発生するもの

で， 前述のスジアシイエカの発生する自然水域とはかなり様相を異にするものである． もともと山

地性の蚊とはいえないものであるが， 今回， 唯１例であるにせよ， ユコマソベツでその発生がみら

れたことは， 標高１，ｏｏｏｍ級の高地でも， 民家ができて有機質に富む水域が人工的に形成された場

合には， その発生が可能であることを示すもので， 今後の問題として注目を要する．

　

尚大雪山の黒岳山麓の層雲峡は， 温泉街として早くから開けたところであるが， ここにはアカ

イエカのかなり濃厚に発生している水域がみられた（１９５６年７月）．

４． エゾウスカ

　

α‘彰尤（対ｇｏｃ“毎匁）れあの７ｓＺＳＳａｓａｅｔＴａｋａｈａｓｈｉ，１９４８．

　　

１９５８年の７月下旬， ユコマソベツの浅い一時的な水溜りで４令幼虫を採集した． 前述のアカイ

エカの発生した水域と同じ水域であるが， 汚染される前に本種が発生していた． 又１９５９年の７月

中旬には， 同じくユゴマソベツの風倒木の根株の跡の水溜りにミスジハボシカと混棲していた例も

ある．

　　

本種の幼虫は北海道各地の湿地， 地表の水溜り等に発生するが（佐 ，々 加納，高橋１９５０）， 個体

数はあまり多いものではなく， 且つ成虫は人を刺さないもののようである．

５． ミスジハポシカ

　

Ｃ“魔彫加（Ｃ“”那加）棚７ｍｙ伽惚郷Ｚｓ ａｍａｄａ，１９３２）

　　

１９５８年及び１９５９年の７月中旬から８月下旬まで， 天人峡及びユコマソベツの数箇所の水溜り

で３令及び４令幼虫を採集した． 本種は北海道には広く分布するが， 本州では山岳地帯に稀に発見

される程度である． 筆者は旭川の神楽岡公園や半面山等にも本種が棲息することを確認している‐

大型の蚊で， 成虫は日中かなり執勘に人を襲うが， 発生数はあまり多いものではない． 一般に地表

－３４４－
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の， 落葉が沈んでいるような自然水域に発生するものであるが， 天人峡では温泉宿附近に放置され

ている大きな空錐にも発生し， 又ユコマソベツでは民家の汚水の流れこむ水溜りにアカイエカと混

棲したり， 風倒木跡の水溜りにエゾウスカと混棲している例もあることから， その発生水域は自然

水域から人工水域までかなり広範囲にわたるものであると考えられる，

６， ヤマトヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（Ｆカメのα）声麹”Ｚｃｚβｓ（Ｔｈｅｏｂａｌｄ，１９０１）．

　　

１９５６年以来毎年６，７，８の３カ月にわたり， 天人峡の渓流沿岸の岩の凹みの水溜りに発生して

いた． 幼虫の令組成の変化から推して少なくとも年２回は発生しているものと思われる．

　　

本州では一般にコンクリ←トの防火水槽や， 墓地のアカウケ（石手洗）等の人工水域に濃厚に

発生し， 昼間人を襲うものであるが， 旭川附近では， 神居古揮の渓流沿岸の岩の凹所や （佐藤， 青

野１９５８ａ）， 天人峡の岩の凹所のような自然水域にのみ発生し， 市内や墓地等には全く進出していな

い， このことは害虫起原論（加藤１９５５）の立場から極めて興味深く思つれる， 加藤によれば， ヤマ

トヤブカの本来の発生水域は， 八甲田山の城ケ倉の渓流沿岸の水溜りのような自然水域で （佐藤，
石村， 鳥海， 加藤１９５４）， この場合の吸血源は恐らく野生の鳥獣に限られておったものが， これと

よく似た環境， 即ち墓地のアカウケや， 民家附近のコンクリトト製水槽等が人工的につくられるに

及んで， 人間社会と密接な関係をもつようになり， かくしてヤマトヤブカはいわゆる衛生害虫とな

ったものであるという．

　　

鈴木健二（口述）によれる， 札幌附近では， 本種がかなり墓地に進出しているとのことである

が， 旭川附近では本来の（あるいは原始的な）発生水域にとどまっているとは注目すべきことであ

る．

　　

尚， 本種及び本種と同亜属に属するチョウセソヤブカ（Ａｅｄｇｓをｏ鰯Ｚｃ“ やエセチョウセソヤブ

カ （Ａｅｄｇｓをｏγ劣ｃｏ郷鎧）は形態的に極めて類似点が多いもので，

　

あるいは同一 種とみなすべきもの

であるかも知れないが（佐藤， 青野１９５８ｂ）， ここでは一応ヤマトヤブカとしておく．

　　　　　　　　

トカチヤプカ

　

Ａｅｄｇｓ（０魂Ｚ８γｏ加彰ｓ）の”２“２鯛霧ｓ（ＤｅＧｅｅｒ，１７７６）．

　　

０物毎節如卿ｓ亜属の１種で， １９５８年にひさご沼（６月１５日，３，４令； ６月２１日，４令， 蝿）

及びユコマンベッ附近の融雪による水溜り（６月２９日，４令）で採集された． 本種の 幼虫が本邦で

孝采集されたのはこれが初めてであろう，

、〆
ｙｈ′

　　　　

」

　　

二

　　　　　　

′州
、

　　　　　　　　

、

　

」．▼

　

．

　　　

・

　

◆．・

　

．

，

．

）

Ｆｉｇ，２． Ｌａｒｖａｌｈａｂｉｔａｔｏｆ Ａｅｄｅｓ

　

Ｃ０７７もの凋む飽海

　

ａｎｄ １ｅｄβｓｄｚα”≠α８％８

　

ａｔ

　

ｔｈｅ

　

ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｈｏｏｄ

　

ｏｆ

　

Ｌａｋｅ

　

Ｈｉｓａｇｏｎｕｍーａ，

Ｆｉｇ．３， ＡｂｕｎｄａｎｔｌａｒｖａｅｏｆＡｅｄｅｓ

　

ｃｏ７７も伽似れ禽

　

ｉｎ

　

ａ

　

ｄｉＰＰｅｒ，ｏｂｔａｉｎｅｄ

　

ｆｒｏｍｔｈｅｗａｔｅｒｂｏｄｙ

　

ａｓｓｈｏｗｎｉｎ

Ｆｉｇ，２．
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三

　

ひさご沼は天人峡とユコマソベツ間の， 周囲が針葉樹に囲まれた湿原に存在する沼で， 夏期こ

の附近に休憩する登山客が， 物凄い蚊の大群に襲われるところである． 融雪期には中央の万年沼と

共に周囲の湿原一帯が水にかくれる． 本種の幼虫は， 後述のヒサゴヌマヤブカと共に， この融雪時

の水域の周辺部， 特に日蔭の部分（水温１２～１３ｏＣ）に密集し， 万年沼の部分には殆んどみられなか

った （第２，３図）． ひさご沼では６月２１日までに殆んど輔化し， 間もなく羽化し終り，６月２９日に

は幼虫， 蝿共に全くみられなかったのに対し， 融雪の遅れたユコマソベツの水域では， 同じく６月

２９日に４令幼虫をみることができた．従って本種の発生時期は全く融雪の早晩に左右されるものと

思われる． 尚１９５９年にもひさご沼（５月２４日，３，４令； ６月２１日， 成虫）及びユコマソベツ（６月

２１日，４令，蝿）で採集したが，この年は大雪山一帯の融雪が例年よりも早く， ひさご沼における本

種幼虫の出現も， １９５８年のそれに較べて約１カ月早くなっている．

　　

トカチヤブカは幼虫においては（図版Ｉ

　

Ｆ～１）触角が短か

　

内前頭毛及び中前頭毛が単条であ

ること， 及びイ則鱗や呼吸管刺の形により，又雄の生殖器においては（図版Ｉ

　

Ａ～Ｂ）先端葉が極めて

顕著に突出し，且つ剛毛を有すること，基部葉は小さいが著しく突出し，まっすぐな１刺を有するこ

と等により， 容易に他の蚊と区別することができる． 雌生殖器については図版１（Ｃ～Ｅ）に示した．

　　

本種は１９５１年６月， 十勝岳山麓の白金温泉附近において加納六郎が雄敷を採集し， その外部

生殖器を調べて日本未記録種の Ａｅｄｇｓ（ＯＧ賜好防のｚ ｃｏ粥“溺れ海 と同定し， 和名をトカチヤブカと

したものである（浅沼， 加納，高橋１９５２）． その後本種についての報告は見られず， 幼虫や総成虫の

生殖器等については全く未知の分野に属していたものである．

８． ヒサゴヌマヤブカ（新称） Ａｇｄｇｓ（ＯＧ賜勿ｏねれ‘ｓ）〆〆の偏僻節

Ｈｏｗａｒｄ，Ｄｙｅｒ，ａｎ
ｄＫｎａｂ，１９１７．

　　

鈴木（１９５９） によれば ＯＧれをγ〆霧ｚ婚 亜属に所属する蚊は日本ではこれまでに次の８種が報告さ

れている． 即ち Ａ，（０．）の朔粥ｚ例Ｚｓ，Ａ．（０．）〆解離ＺＺＳ， Ａ．（０．）ｓ‘ＺＧＺＺｃ“ｓ，Ａ，（０，）Ｐ“タ傭わγ， Ａ．（０．）

兎α卿‘ｓの乞８筋肉 Ａ．（０．）ｅ％ｃれ‘Ｇおれｓ，Ａ，（０．）Ｚ７２ケ“〆β〃ｓ，及び Ａ．（０．）庇％ｏｄの⑦Ｚｚ‘ｓである． 従って Ａ．

（○．）露の偏僻”ｓは本邦未記録種である． 本種はひさご沼周辺部の， 融雪による水溜りで１９５８年の６

月１５日（２令），６月２１日（３，４令），６月２９日（４令， 蝋）， 及び１９５９年の５月２４日（２，３令），６月

２１日（４令， 蝋）と５回にわたって採集された．

　

混棲していたトカチャブカに較べて棲息密度が低

く， 且つ約１０日間遅れて発生していたことが特徴的である． 尚１９５９年６月２１日に採集された幼

虫及び蝿は僅か数個体に過ぎなかったので， この年には恐らく６月上旬までに殆んど羽化し終った

ものと思われる． 幼虫の棲息環境についてはトカチャブカの場合と同様であるが， 両種の各個体が

たがいに混じり合うようなことは殆んどなく， 種類毎にそれぞれ独立した集団をつくっている場合

が多かった．

　　

幼虫（図版１Ｉ

　

Ｇ～Ｊ）においては触角が非常に長く， 頭長とほぼ等しいこと， 呼吸管毛は呼吸

管刺を超えて生ずること， 呼吸管刺や１則鱗の形及びそれらの並び方等により， 又雄生殖器（図版１Ｉ

Ａ～Ｂ）においては｛則片の中央上部の内側面に極めて顕著な長剛毛が密生していること（本種の大き

な特徴）， 先端葉の突出が著しいこと， 基部葉は大きく， ほぼ円錐形をなし，その頂部に２刺を有す

ること． 小把握片の匁部が綱状をなすこと等により， ＡｅαＢＳ（ｏｃＭ好防の郷）筋の錫僻み‘ｓと同定した．

雌生殖器については （図版１Ｉ

　

Ｄ～ＦＪ

　

に示した．

　　

尚本種の和名を， その発見地を記念してヒサゴヌマヤブカとする．

　　

分布：

　

北海道， アラスカ， カナダ， 北米， シベリヤ， 北欧 （Ｎａｔｖｉｇｌ９４８，Ｃａｒｐｅｎｔｅｒａｎｄ Ｌａ

Ｃａｓｓｅｌ９５５，Ｂａｒｒｌ９５８）．
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９． エゾヤプカ

　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅｄｇｓ）ＢＳ伽綿ｓＹａｍａｄａ，１９２１，

　　

１９５８年の６月上旬から７月中旬まで， 及び１９５９年の５月下旬， 天人峡よりユコマソベツを経

て旭平に至る間の１３ヵ所の地表の ・水域から採集した．

　

本種の幼虫は， 現在まで大雪山で採集き

れた敷の幼虫の中で最も広範囲に分布するもので， 発生水域の水温も１０～２０ｏＣとかなり大きな幅

をもっている． 発生時期は， やはりその場所の融雪の早晩に左右されるもので， 採集時期が遅くな

るにつれて幼虫は次第に高所に発見される傾向をもっている． 各水域における幼虫の棲息数は， ト

カチヤプカ等に較べるとあまり多いものではない．

　

ＡｅαＢＳ亜属に所属する邦産既知の蚊は現在Ａｅｄｇｓ７宅の“たの乞お

クロコガタヤブカ，

　

Ａ，ＢＳ叱れｓＺｓエゾヤブカ， Ａ．Ｐｓｅｚ‘ｄｏｅｓｏＢれｓｇｓ

エセエゾヤブカ（和名は佐藤が仮称）， Ａ．ｃメブｚｅγ錫ｓホッコクヤブ

カ， Ａ，ｙα７７ｍｄメ ヤマダエゾヤブカ， Ａ．αｓα”“’””〆アサヌマヤブ

カ， 及び Ａ．γｏｓｓＺｃｚ‘ｓロシヤヤブカの７種となっている（原１９５８）．

これらの種の同定には雄生殖器の把握片の先端と， ・把握片の形

が重要な区別点となっている．

　　

大雪山の個体は（図版１１Ｉ

　

Ｆ～Ｙ）側片の先端が分岐せず， 小

把握片基部には外側枝を有せず， 且つ小把握片の上端から外側面

にかけて３～４個の突起を有し，

　

その各々からは１本ずつの副毛

を生じている点， 上記７種のうち Ａ，ＢＳＯＢ７⑦ｓお に最も近いと思わ

れる（浅沼等１９５２），上述の小把握片上端から外側面にかけて生ず

る突起及び剛毛の数が， 上端に１個， 外側面に２個計３個のもの

を雄第１型とし， 上端に２個， 外側面に２個計４個のものを雄第

２型とすると（第４図－， 原（１９５８）の検索表による Ａ．ｇｓｏの乞ｓお は

ここでいう雄第１型となる， 筆者は大雪山のみならず旭川附近で

得られた標本についても， 雄第１型と雄第２型が混在することを

確認している．

　　

次に雌生殖器ではＣｏｗｌが単純なアーチ形で且つ剛毛を有し

　　

Ｆｉｇ．４． Ｃ，ａ
ｓｐｅｔｔｅ（Ａ，Ｂ）ａｎｄ

ない， 原（１９５７）によると Ａ，ＢＳＯＢ“ｓｉｓの雌生殖器の第９背板は狭

　　　　　

Ｓｉｐｈ。ｎ（Ｃ，Ｄ）。ｆＡＢｄｅ８

い帯状をなし， 左右の各葉には８本の小毛を有するが， 大雪山の

　　　　　

ＢＳ鰯伽ｓｏｂｔａｉｎｅｄｆｒｏｍ

ものでは鞍形（ハート形）をなし， 各葉に１１～１６本の小毛を有す

　　　　　

Ｍｔ．Ｄａｉｓｅｔｓｕ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　

Ａ，ｌｓｔｔｙｐｅ

　

ｏｆ

　

ｍａｌｅ；
る点が異なる（図版１１ＩＣ～１）． 第９背板の形は， 生殖器の全体標

　　　　

Ｂ，２ｎｄｔｙｐｅ。ｆ ｍａーｅ；
本では不明瞭な場合が多いので， 数個体について注意深く解剖，

　　　　

Ｃ，ｌｓｔｔｙｐｅｏｆｌａｒｖａ；

摘出して観察したもので， この結果大雪山産の個体のみならず，

　　　　

Ｄ，２ｎｄｔｙｐｅｏｆｌａｒｖａ．

旭川附近から得られた個体の第９背板もやはり鞍形（ノ・－ト形）をしていることがわかった，

　　

一方幼虫（第４図及び図版１１ＩＦ～１）の呼吸管の先端近くに， 原（１９５８）の指摘する５対の微毛

即ちａｐｉｃｏ‐ｄｏｒｓａｌｈａｉｒｒｌ対），ａｐｉｃｏ‐ｓｕｂｖｅｎｔｒａｌｈａｉｒ（２対），ａｐｉｃｏ‐ｓｕｂｄｏｒｓａｌｈａｉｒ（２対）を有する点 Ａ．

ＢＳＯＢれｓ海 及 び Ａ， γｏｓｓｉｃ“ｓに似ている， しかし呼吸管毛が生ずる位置の，側面又はそれより梢々先

端寄りに１対の徴毛を有し，更にそれより基部寄りに１対（幼虫第１型）又は２対（幼虫第２型）の

小毛を有する点， 原のいう Ａ，ｇｓｏｇ’⑦ｓｉｓとは異なり， むしろ Ａ，γｏｓｓＺｃ“ｓに近いと思われる，

　

上述の幼虫の第１型， 第２型と雄の第１型， 第２型及び雌の第９背板の小毛数との間の関連性

を求める意味で個体毎に比較した（第１表）． 即ち幼虫第１型＝雄第１型， 幼虫第１型＝雄第２型，

‐３４７一
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Ｔａｂｌｅ

　

ｌ Ｍ【ｏｒｐｈｏ１ｏｇｉｃａ１ｃｈａｒａｃｔｅｒｓｏｆＡｅα８８８８０６れ８騰

１ （Ｙｕｋｏｍａｎｂｅｔｓｕ｝

２

　

｛Ｙｕｋｏｍａｎｂｅｔｓｕ）

３ （Ｂａｎｎｏｓａｗａ）

４ （Ｔｅｎｎｙｏｇａｈａｒａ）

５ （Ｂａｎｎｏｓａｗａ）

６ （Ｔｅｎｎｙｏｇａｈａｒａ）

７ （Ｔｅｎｎｙｏｇａｈａｒａ）

８

　

ｕｋｏｍａｎｂｅｔｓｕ）

９ （Ｙｕｋｏｍａｎｂｅｔｓｕ）

ｌ

　

ｓｔｔｙｐｅ

２ｎｄｔｙｐｅ

ｌｓｔｔｙｐｅ

ｌ

　

ｓｔｔｙｐｅ

ｌ
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ｉｔｅ

幼虫第１型＝雌第９背板小毛数１１～１２， 幼虫第１型＝雌第９背板小毛数１６～１７のように， 呼吸管

の徴毛の数と位置， 小把握片の剛毛数， 及び雌第９背板の小毛数等の各特徴は， それぞ
れ独立した

変異をもつものであることがわかった．

て検討すると極めて変異に富むものであるが， ここ

以上述べたように，本種の形態 細 めたつ

　

・
多

では浅沼等（１９５２）の Ａ．”ｓｏｅ７宅ｓＺｓの雄生殖器の記載，

髪鹿島ｒぎごぞ響き
２～４本を重要視して－応Ａ‐

　　　　　　　

之

１０． ホッコクヤブカ

　

Ａｅｄｇｓ（Ａｅｄｅｓ）

　　　　　　

Ｇみ２８γｅｚ郡公４ｅｉｇｅｎ，１
８１８．

　

１９５９年５月２４日， 天人峡の渓流沿いの水溜り

で３令及び４令幼虫を採集した． この水域は例年忠

別川から僅かに流水が入りこみ， 前述のヤマトハマ

ダラカの好適な発生水域となっている所であるが，

この年は忠別川の水量が少ないために， 流水の入り

こまない全く独立した水域となり， 本種が侵入して

ヤマトハマダラカと混棲するに至ったものである．

　　

本種の顕著なｑ割熟ま雄生殖器にあることが知ら

れているので， 大雪山産のものについてこれを記載

する（第５図）， 第９背板葉は２個大きく突出し， 各

葉に数本の剛毛を具える． 第１０腹板は外側に湾曲，

やや長く先端で細まる． 中央体は極めて硬く， 先端

部と基部が閉じ， 腹側， 背側が共に開いている． 小

把握片は柄部で不等大に２分岐し，

　

各枝に４～６本

の剛毛を有する．｛則片は基部で最も広く， 先端にい

くにつれて狭くなり， 鱗片及び長短の各剛毛を有す

る．ィ則片の長さは基部での幅の約２倍． 基部葉は突基部葉は突
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出し， その先端部に短剛毛を具え， 基部は多数の徴毛で被われる． 先端葉はない． 把握片はその基

部が側片に挿し込まれた形状を呈し，

　

且つ基部で大 ・２つに分岐する， 小さい部分はその先端に

４～５本の ・練を具え，大きい部分は更に先端で２分岐し，小突起で被われる． 特に把握片の先端が

分岐し， 且つ ・把握片の基部から外側枝が出ていることは， 本種と，Ａ８ｄｅｓ亜属内における他の種

類との区別点として重要である．

　　

本種は１９４９年， 佐々及び高橋が北海道から採集した雄蚊の生殖器を調べ， 本邦新記録種とし

て発表された種類である．
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